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なお、本作で使用したスタイロフォームは「スタイロフォーム IB/JIS A 9521／押出法ポリ



























本作では厚み 50 mm のスタイロフォームを 10枚貼り合わせた。接着に際してはスタイロフ
ォームの正面と背面に木工用ボンドを薄く塗布し、これらを重ね、その上に箱イスを置くこと










































































































































































































































もが 13名、大人が 9名であった。子どもは 5歳児が 1人、小学 1年生が 3人、小学 2年生が












ポリスチレン系素材は、主として EPS、PSP、XPS の 3種に分類される。そのため、スチレ
ンスタンプに最適なポリスチレン系素材を探るべく、実験を行った。












最後に XPS について述べる。XPS は押出法ポリスチレンフォーム断熱材のことであり、実
見の結果、ビーズの密度は PSP と同程度のように思われた。そのため、当初はボールペン跡
の模様が鮮明に表れることを期待したが、実際には ESP のように白い跡が目立つ結果となっ













以上の実験結果から PSP、XPS の 2種類のポリスチレン系素材を準備し、「親子で楽しむ造
形教室」に臨んだ。親子が制作したスタンプ作品を複数写真で示す【写真 32, 33, 34】。
【写真 28】
XPS スタンプ（線彫り）
【写真 29】
XSP スタンプ（線彫り）の転写
【写真 30】
XPS スタンプ（フチ彫り）
【写真 31】
XSP スタンプ（フチ彫り）の転写
ポリスチレン系素材を用いた造形表現
― １２１ ―
スタンプ活動を行うにあたり筆者が難しいと感じた点は、版の模様の鮮明な転写である。版
の鮮明な転写が難しい原因は 2つあり、1つは絵具と水の配合比の問題である。本活動では水
を含ませたスポンジにポスターカラーをつけ、これをスタンプ皿とした。このスタンプ皿を作
るための絵具と水の配合比が微妙な割合を要するため、水が多すぎても少な過ぎても、ボール
ペンで彫った溝の中まで絵具が充填されてしまい、スタンプを押しても模様が表れない、とい
う結果がしばしば見られた。また、スタンプ皿に版を押しつける力や、紙に版を押す力によっ
ても模様の表れ方が変化するため、子どもたちは何度も版を押して、模様が鮮明に表れる絵具
の量や力加減を探っていた。活動の最後にハンダゴテを用いた XPS による版制作を予定して
いたが、それまでの子どもたちの活動が予定を超えて活発に行われていたこともあり、この活
動は割愛した。
5-2．成果と課題
本章ではポリスチレン系素材の教育的展開を探る一試みとして、「版表現」をテーマに子ど
もたちにと共にスチレンスタンプの制作とスタンピングの活動を行った。ここでは、子どもた
ちの活動を通して浮き彫りとなったポリスチレン系素材の教育的活用の成果と課題を示す。
ポリスチレン系素材の作業性の良さは大人だけではなく、子どもにも有効であったと言え
る。素材の強度が柔らかすぎず、硬すぎないことから、ボールペンで溝を彫ることや、薄い板
状のポリスチレン系素材をハサミで切ることに抵抗の無い子どもたちの姿が見られた。またポ
リスチレン系素材には耐水性があるため、水を含むことによって紙のようにふやけることがな
く、水による強度的な変化が無い点も版表現では有効であったと言える。そのため、子どもた
ちは同じ版を使って、絵具や水分量を模索しながら何度もスタンピングを楽しんでいた。
本章の活動では、子どもたちがスチレンシートを切り分けてスタンプの版を制作していた。
この点についてはメリットとデメリットがあったように思う。メリットはスタンプを平面空間
【写真 32】
親子で制作したスタンプ作品
【写真 33】
親子で制作したスタンプ作品
【写真 34】
親子で制作したスタンプ作品
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の好きな位置に押せることであり、複数のスタンプをコラージュ的に押すことによって親子で
一つの作品を作る家族の姿を見ることができた。「親子で楽しむ造形教室」は 3日間の開講で
あり、最終日には年賀状やクリスマスカードの制作を行った【写真 35】。
この年賀状作りでも、スタンプをコラージュ的に扱った作品が見られた。デメリットとし
て、切り分ける祭にスチレンシートが小さすぎるとボールペンで溝を彫る作業が細かなものに
なってしまい、手や腕を大きく振ることによって表れる伸びやかな表現に繋がらなかった点が
あげられる。これについては、子どもたちが素材に触れる中で自ら技法を模索するような展開
を今後心がけたい。
6．おわりに
ポリスチレン系素材は他の造形素材と比べて最近の素材であり、造形的な特長や価値の考察
が十分とは言い難い。そのため、本研究では筆者の芸術表現を通して素材の特長や価値を考察
し、併せてこの素材の教育的展開の可能性についての模索を試みた。
本稿では筆者の芸術表現を通して、ポリスチレン系素材に 2つの造形的価値があると考察し
た。一つは「芯材としての価値」であり、一つは「作業性の価値」である。両者は、ポリスチ
レン系素材の特長である「硬すぎず柔らかすぎない適度な強度」に拠るものである。ポリスチ
レン素材を芯材として用いることで、他素材の肉付けが可能であり、特に木工用ボンドや漆喰
との相性の良さを確認できたことは更なる表現の可能性に繋がると考える。これは、例えば漆
喰による立体キャンバスの活用の可能性や、木工用ボンドによる張子的表現の可能性を見るも
のであり、これらの造形表現の追求は今後の課題としたい。
また教育的展開の一試みとして、本研究では「版表現」をテーマにポリスチレン系素材によ
る凸版作りを子どもたちと共に行った。この結果、ポリスチレン系素材に耐水性があることか
【写真 35】
スチレンスタンプを活用した年賀状
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ら、スタンプとして扱うことの有用性が確認された。また、ポリスチレン系素材の作業性の良
さは子どもにも有効であり、ボールペンで溝を彫ることやハサミで切ることに対する素材の抵
抗感は小さいように感じられた。
本研究では筆者の制作研究を手掛かりに素材が有する造形的価値の考察を行った。筆者は制
作者として十数年に渡り彫刻表現の追求を続けており、芸術家が保育者養成に携わる意味を常
に模索していることが本研究の直接的な動機であった。芸術家の表現は個人が追求した表現の
結果であるが、その表現を他者に示すことで多用な解釈が生まれ、それぞれの価値に触れるこ
とで社会に還元される。例えば、白色を暑いと感じる人もいれば寒いと感じる人もいるよう
に、感じ方は千差万別であり、一つの表現が一人の希望となり、生きる糧になることもある。
美はそれぞれの感じ方に宿るものであり、ゆえに当然ながら芸術家の表現は世の中への発表を
もって社会に還元されると言える。このような芸術表現の価値を前提として、筆者は芸術家の
制作過程に更なる表現の価値を感じている。発表を前提とする造形芸術は多くの失敗と思いが
けない成功を経て一つの表現に到達する。その制作過程の失敗と成功は素材理解を深めるため
の大きな糧であり、これを公開することによって個人の表現が教育現場を含む社会全体に広く
還元されると考える。ここに芸術家が研究機関に属する意味があると考えており、本研究がさ
さやかながらもその意義を示す一つの参考になることを願う。
今後は子どもの造形表現に焦点を絞り、ポリスチレン系素材を教材とする研究の模索を試み
たい。先にも述べた通り、ポリスチレン系素材と他素材の相性を活かした表現の追求や、本研
究により排出された大量の端材を活かし、空間に素材を構成する造形あそびの展開についても
考えていきたい。本章で「芸術家の造形表現」と述べたが、これは「子どもの造形表現」と一
線を画するものであり、子どもの造形表現は発達的な観点から過程に価値を置くことも多い。
子どもの健やかな発達を促す造形表現とは如何なる活動なのか、そしてポリスチレン系素材を
どのように活かすことができるのか、等について今後考えを深めていきたい。
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